
そもそもカテーテルアブレーションとはどのような治療なのでし

ょうか？ご存知の通り、心臓は電気信号で動いていますが、頻脈性

不整脈は主に三つの成り立ちがあります。一つは正常の伝導路以外

のところで電気回路を形成し、その回路内で電気信号がぐるぐる回

っているもの（reentry）。二つ目は異常な部位からの電気興奮の出

現（abnormal automaticity）、三つめはある活動電位がきっかけで

異常興奮が出現するもの（triggered activity）です。少しややこ

しい話になりましたが、カテーテルアブレーションは心筋に熱を加

えることで、電気回路の遮断（図1）、異常な電気興奮部位の焼灼（図

2）、または異常な電気興奮が心臓内に入らないようにラインを作成

すること（図3）です。 

当院でのカテーテルアブレーションの件数の推移を表（次ページ）

に示します。おかげさまで年々件数は増加しており、現在は週2件程

度行っています。症例の多くは心房細動です。心房細動は脳梗塞を

発症することがある不整脈と知られていますが、心不全発症や予後

悪化因子となることが明らかになっています。最近の報告ではカテ

ーテルアブレーションにより洞調律が維持できれば脳梗塞や死亡率

が減らせるといった報告がなされ、心房細動に対するカテーテルア

ブレーションは全国的に増加の一途をたどっています。当院の心房

細動アブレーションにおける取り組みとして、2018年2月から麻酔科

医の協力のもと、全身麻酔を導入しました。従来は静脈麻酔で行な

っていましたが、麻酔深度が浅いと焼灼による痛みで体動が起こり、

心タンポナーデなどの合併症を起こしてしまうリスクがあります。

また麻酔深度を深くすると呼吸抑制が起こってしまい、呼吸停止の

リスクがあります。 

今回は循環器疾患、特に不整脈疾患について取り上げたいと思います。

不整脈疾患は主に徐脈性不整脈、頻脈性不整脈に分類されます。徐脈性不

整脈は、薬剤性や電解質異常など二次性のものを除けば、ペースメーカー

の植え込みが治療の中心になります。一方頻脈性不整脈には薬物療法と非

薬物療法があります。 

近年、頻脈性不整脈に対する非薬物治療は目覚ましく進歩しています。その代表がカテーテルア

ブレーション（心筋焼灼術）です。当院でも頻脈性不整脈に対しするカテーテルアブレーションを

積極的に行なうようになりました。対象疾患は心房細動（発作性、持続性）、発作性上室頻拍、心

房粗動、心房頻拍、心室頻拍（心室性期外収縮）などが主なものになります。 

図3 電気興奮が入らないようにラインを作成（心房細動のアブレーション） 
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図1 電気回路の遮断（WPW症候群のアブレーション） 

図2 異常な電気興奮部位の焼灼（Focal ATのアブレーション） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

患者様の苦痛緩和や手技の安全性を考慮した

上で、全身麻酔を導入しました。全身麻酔と

いうと仰々しく感じてしまうかもしれません

が、実際はカテ室で抜管し、従来の方法より

も速やかに覚醒しています。また全身麻酔導

入後は手技時間の短縮も図れています。今後

はバルーンによるクライオアブレーション

（冷凍凝固）を取り入れ、最新の治療が提供

できるようにと考えています。 

最後になりましたが、当院は2017年4月から日

本不整脈心電学会の認定不整脈専門医研修施

設となりました。不整脈疾患でお困りの方、アブレーションの適応はどうだろうと思われる方、心

電図異常があり心臓の精査を行いたい方など、どのようなことでも結構ですので、そのような方が

いらっしゃる場合は、いつでも外来紹介や電話連絡をいただければと思います。 

 



 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

皮膚・排泄ケア認定看護師  
池田 未央 

WOC とは、Wound : 創傷、 Ostomy : スト
ーマ、Continence : 失禁を表しています。 
ストーマケアや褥瘡・創傷処置及びアセスメン

トをすることに活動時間を多く費やしています。 
当院では医師の協力を得て他院で手術をされ

たオストメイト(ストーマ保有者)の受け入れも
行っています。(外科、泌尿器科) もしケアで困
っている患者さんが希望されればお役に立てる
かもしれません。その際は予約制になっています
のでご協力を宜しくお願い致します。 

 

救急看護認定看護師  
立助 恵子 

当院は、地域の救急医療の中核病院と
して、年々救急搬送件数が増加していま
す。その中で患者さんの安全・安楽を考
えた看護を目指して、実践・指導しなが
ら働いています。 
 垂水区は高齢化率 28.7％（全国平均は
26.6％）であり、特に高齢者が多い地域
です。そして、さまざまな状況におかれ
ている患者さんが来院されます。高齢者
が住み慣れた地域で生活していける「地
域包括ケアシステム」が整っていく中で、
私たち急性期病院看護師の役割はとても
大きいと感じています。「本当に帰れるの
だろうか？」と社会的なアセスメントを
行い、状況によっては関係部署と連携で
きるように心がけています。 
また、当院では院内外の医療従事者を

対象に ICLS（二次救命処置）コースを開
催しています。「明るく・楽しく・元気よ
く」をモットーにしながら、急変時の対
応に自信が持てるようコースを開催して
います。興味のある方は、ぜひご参加く
ださい！！ 
 

 皮膚・排泄ケア認定看護師 
川村 三代  

私は1998年にWOCの資格を取得しま
した。ストーマ外来を開設するとともに、
垂水区周辺地域の施設や訪問看護ステーシ
ョンの皆様と連携しながら、オストミーケ
ア・褥瘡ケアを中心に活動してまいりまし
た。2010年に赴任した池田未央WOC に
役割を委譲し、現在は、院内に 5名いる認
定看護師の活動に関する相談に乗っていま
す。どの分野の認定看護師も、院内だけで
なく地域で暮らす患者様やそれをサポート
する医療従事者の方々と連携を取ながら、
より質の高いケアが提供できるよう日々奮
闘しております。今後ともどうぞよろしく
お願い致します。 
 

集中ケア認定看護師 
 芝本 理恵 

 集中ケア認定看護
師とは、生命の危機
状態にある患者さん
とその家族に対し
て、患者さんのもて
る力を最大限に発揮
し、生命の尊厳と
QOL 維持をはかる
ことを目標に、看護

 

践とスタッフ指導を行ってお
ります。また、呼吸ケアサポ
ートチームで、多職種協働に
よる呼吸ケアの充実と改善、
事故防止対策、リンクナース
の育成を行っています。 
 フィジカルアセスメントの
研修会や、困難事例での看護
リフレクション、呼吸ケアに
対する悩みなど、ご要望があ
れば、一緒に解決に向けて取
り組んでいきたいと思ってお
ります。どうぞよろしくお願
い致します。 

 

を実践・提供
する看護師で
す。 
 院 内 で は
ICUに所属し、
患者さん家族
への看護の実

 

 

がん化学療法看護認定看護師 
吉村 千春 

 がん化学療法看護認定看護師
は、がん化学療法を受ける患者
さん・家族の身体的・心理的・
社会的・スピリチュアルな状況
を包括的に理解し、専門性の高
い看護の実践を行うことが出来
るよう活動しています。また、
抗がん剤の投与管理、副作用対

策を安全かつ適正に行
っています。 
 がんと診断された患
者さんへがんを受容
し、共に闘うことが出

 来るよう精神的なサポートや情報提供を行って
います。 
がん患者さんは、今後増加することが予測さ

れます。がん患者さんのサポートチームを作り、
入院と外来が繋がり、継続した看護が実践でき
るよう活動したいと思っております。がん患者
さんへの対応や情報提供など、お困りのことが
あれば、患者さんにとってより良い方法を一緒
に考えることが出来ればと思っております。 
宜しくお願い致します。 

感染管理認定看護師  
田口 菊久子 

 感染管理認定看護師は、
院内に関する全ての人々に

対し、医療関連感染の予防と管理を担う役割であります。そのた
め、感染管理組織・システムの構築、医療関連感染サーベイラン
スの実践、効果的な感染予防技術の実践と促進、感染予防の教育、
職業感染予防、感染問題に関する相談と問題解決に向けた支援の
実践、ファシリティ・マネージメントの推進などソフト面・ハー
ド面の感染管理を行います。 
 対外的には、保健所様との連携や、他の医療機関で発生した感
染問題のご相談をお受けし、問題解決のお役に立てるよう取り組
みを行っています。 
       近年、市中感染型耐性菌なども問題なっています

ので、地域の皆様と連携しながら、市中感染に関す
る地域の問題を共有できればと思っています。どう
ぞよろしくお願い致します。 

 



 

 

【地下鉄学園都市駅から】山陽バス・神戸市バス 約 12 分 

【地下鉄名谷から】山陽バス 約 20 分 

【JR 垂水駅から】山陽バス・神戸市バス 約 20 分 

〒 6 5 5 - 0 0 0 4  
神 戸 市 垂 水 区 学 が 丘 1 丁 目 2 1 番 1 号  
T E L： 0 7 8 - 7 8 1 - 7 8 1 1（ 代 表 ）  
F A X： 0 7 8 - 7 8 1 - 1 5 1 1  
h t t p  : / / w w w. k o b e - e k i s a i k a i . o r . j p  
 


